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木質バイオマス熱利用を地域で広げるためのガイドブック

• 木質バイオマスエネルギーの利用を地域で拡大していく際のヒントをお伝え
するガイドブック

• 面的に広げる魅力、面的に広げるための計画の考え方、各プレイヤーでの参
画のコツを伝える内容

コンセプト

地域で木質バイオマスエネルギー導入を広げたい方
✓ 自治体担当者
✓ 燃料の販売先を確保したい燃料供給会社 など

地域での木質バイオマスエネルギー利用に参画したい方
✓ 川上（林業者）
✓ 川中（燃料製造者）
✓ 川下（熱需要者）

想定読者
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ガイドブック作成の背景

これまで、全国で2000台近い木質バイオマスボイラーの導

入実績があるが、単独での導入が多かった。

燃料供給や運転・メンテナンス等を考慮すると、地域で複

数の利用先をまとめて「面的に」導入するのが効果的・効

率的。

「面的に」導入が実現している地域を対象に調査を実施。

その結果からエッセンスを抽出してガイドブック化。
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木質バイオマスエネルギーの「面的な利用」とは？

➢ 面的な利用＝地域でまとまって使うこと

ガイドブックP1
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面的利用モデル＝“売り手よし”“買い手よし”“世間よし”

➢ 面的に使うことで川上から川下まで、メリットを享受

ガイドブックP2



面的利用モデル＝“売り手よし”“買い手よし”“世間よし”

➢ 地域で2,500tのチップを、5つの熱需要先で使った場合の効果の試算

ガイドブックP2
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面的利用の進め方

➢ 単体導入では負担が大きかったことも、地域で面的に入れれば解決できる
➢ 転換であれば年間重油516kℓ＝木質チップ2,500t分の熱需要を集約してみましょ
う

ガイドブックP3

重油1ℓ ＝ 木質チップ 4.4～5kg
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じゃあ、どうやって面的に導入する？ ガイドブックP4

➢ はじめから面的に使うことを想定した計画を立てましょう
➢ 計画実行のための、地域を巻き込んだ体制づくりも必要です

＜計画策定＞

＜体制づくりのメリット＞



投資回収＝8.56年
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木質バイオマス熱利用が初めての方へ ガイドブックP7-8

➢ 木質バイオマスの特徴や投資回収イメージ、設置イメージをご紹介

特徴

設置イメージ



10

面的に使う大枠が整ったら、
次は各プレイヤーでも準備を。

⇒ここからは
各プレイヤーでのコツをご紹介
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せっかくの燃料、上手く使いましょう！

➢ チップ（特に水分）の見極め

ガイドブックP9

➢ 使い方の工夫を
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せっかくの燃料、上手く使いましょう！

➢ サイロ、車両進入経路
⇒作り方がコストに直結

ガイドブックP10

＜サイロの容量、形式＞

＜車両進入経路＞

大きい？
or

小さい？

地上？ or 地下？
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燃料は水分がカギです。チップ製造の腕の見せ所

➢ 燃料の水分が下がると利点がたくさんあります

水分↓

軽くなって運搬コ
スト削減！

ボイラ―トラブル
回避！

熱量UP！



14

一番のお勧めは上手な天然乾燥 ガイドブックP11
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状況に応じたチッパー選定

➢ 他所で十分でも自分のところには合わないことも。ケースバイケースで状況に応じて選定しましょう

ガイドブックP12

生産量、材径 ⇒ 大きすぎず、小さすぎず

移動式or固定式 ⇒ 作業スペース次第

切削式or破砕式 ⇒ お客さんのボイラー次第
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良いチップは、適正な価格で販売しましょう

➢ 灰分や水分の低い燃料は価値が高い。重量ではなく品質に応じた価格設定をしましょう
➢ 通常の取引は運賃込みの販売価格。運び方を検討して輸送コスト削減の検討も

ガイドブックP13-14

＜品質に応じた価格を＞ ＜水分に応じた価格を＞

＜近くに運ぶか、大きく運ぶ＞
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燃料材の出材をお願いします

➢ 2,500tを間伐で実現しようとした場合は年間265haが目安

ガイドブックP15

➢ 造材の工夫をしている事例も出始めています
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燃料材の出材をお願いします

➢ 効率化の工夫も行われています

ガイドブックP16-17

＜移動式チッパーの活用＞

＜林地残材の収集＞

＜山元でのチップ化＞



事例紹介
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➢ 本ガイドブックでは7つの事例をご紹介しています。

事例名 事業者名
ガイド
ブック
ページ

1 面的導入事例１ 福井県・もりもりバイオマス株式会社 P5

2 面的導入事例２ 北海道・上川ウッドチップス協同組合 P5

3 エネルギー供給とチップ供給事例 岩手県・久慈バイオマスエネルギー株式会社 P6

4 チップ製造業の多角化事例 鹿児島県・前田産業株式会社 P14

5 燃料利用を想定した造材事例 山梨県・有限会社藤原造林 P15

6 移動式チッパー活用による効率化事例 秋田県・本庄由利森林組合 P16

7
情報連携を通じた林地残材の収集・
チップ化事例

岐阜県・株式会社バイオマスエナジー東海 P17



まとめ

➢木質バイオマス＝有望なローカーボンエネルギー

➢地域でまとめて「面的」導入を目指しましょう

➢誰かひとりの働きだけでは広がりきらない

➢地域で「連携」して、地域の全員で「面的」利
用のメリットを享受しませんか？

20ありがとうございました。


